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安心部会アンケート調査結果（速報）について 

 

○対象及び回答数                         

  安心部会委員・専門委員 23 名（委員 13 名・専門委員 10 名）、回答数 22 名、回答率 95.7％  

 

今後 10 年の県づくり 

１．10 年後の県民生活はどのようになるとお考えか 

学術研究や科学技術、スポーツ、文化等の分野で活躍する人の増加(76.2%)や北陸新幹線等に

よる県内経済の活性化(75.0%)が上位となっている。一方で老後の生活や住み慣れた地域で自立

して生活できることへの不安感が強い。 

 

※下記（）は H22 の前回有識者アンケートの順位と総合計画審議会委員（41 名分）の順位 

 

1
学術研究や科学技術、スポーツ、文化等の分野で国内外
で活躍する人が増えている
前回調査(5）本体会議(4)

2

北陸新幹線や富山きときと空港、伏木富山港の機能の充

実に伴い、国内外からビジネスや観光などで、人、モノ

が活発に行き来するなど県内経済が活性化している　

前回調査(7) 本体会議(1)

3

音楽会や演劇、美術展など、様々な文化を楽しむ
機会が増えている 
前回調査(2）本体会議(6)

4

情報通信技術の活用により、生活関連情報や行政・災害

関連情報などがいつでもどこでもだれでも入手し利用で

きるようになっている　
前回調査(1) 本体会議(2)

5
安心して働ける職場が確保されている　
前回調査(10)　本体会議(3)

6
地域づくりや福祉、生涯学習、国際交流・協力などのボ

ランティア、ＮＰＯ（民間非営利組織）などの活動が盛

んになっている　前回調査(3)　本体会議(10）

7
環境に対する意識が高まり、環境にやさしいライ
フスタイルが定着している　
前回調査(4）本体会議(7)

8
女性・高齢者・障害者などが、自分にあった働き
方を選択できる環境が整っている
前回調査(12)　本体会議(8）

9
基礎的な学力を身につける教育に加え、子どもの
個性・創造性を伸ばす教育が行われている　   
前回調査(8）本体会議(5） 　

10
環日本海地域の拠点として、県内企業と海外企業との取

引や交流が活発となり、多くの県内企業が海外に販路を

持っている  前回調査(6) 本体会議(9）

11
犯罪や消費者被害が減り、安心して暮らせる社会
となっている　前回調査(11)　本体会議(11)

12
仕事と子育てが両立しやすいなど、安心して子どもを生

み育てることができる社会となり、少子化に歯止めがか

かっている 前回調査(14)　本体会議(12)

13
高齢者、障害者をはじめ誰もが住み慣れた地域で
自立して生活できる社会が実現している
前回調査(9)　本体会議(14）

14
医療・介護サービスの充実や年金の支給などにより、安

定した老後の生活を送ることができる

前回調査(13)　本体会議(13）
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２．富山の魅力形成のために特にどのようなことが重要か （3つ選択） 

「恵まれた教育環境のもとで、子どもが伸び伸びと育ち、個性が生かされること」（63.6%）、

「保健・医療・福祉が充実しており、健康に暮らせること」（59.1％）、「様々な働く場所があり、

所得水準が高いこと」(36.4%)、の順となっている。 

 

1
恵まれた教育環境のもとで、子どもが伸び伸
びと育ち、個性が生かされること
前回(4) 本体(1）

2
保健・医療・福祉が充実しており、健康に暮
らせること
前回(1) 本体(3)

3
様々な働く場所があり、所得水準が高いこと
前回(3) 本体(2)

4
高齢者や障害者など、社会的弱者の人たちに
対するきめ細かな福祉サービスが行き届いて
いること  前回（6） 本体(6)

5
新鮮、良質、安全な食材が地元から供給され
る豊かな食生活ができること
前回(2) 本体(4)

6
地域公共交通の利便性が充実していること
前回(-) 本体(5)

7
環日本海・アジア地域の交流拠点として、活
発な活動を展開していること
前回(9) 本体(10)

8
自然と共生し、豊かな緑や水辺と身近にふれ
あう暮らしができること
前回(5)　本体(7)

9
様々な教養を身に付けたり、学ぶ機会が多い
こと 
前回(12) 本体(12)

10
サービス産業等も含めた都市集積がみられる
こと  前回(14) 本体(11)

11
空間的にゆとりがあり、質の高い住宅が確保
しやすいこと  前回(10）本体(13)

12
公園、上・下水道など生活環境基盤が充実し
ていること 
前回(13)  本体(15)

13
富山ならではの自然や文化を体験できる場が
多いこと 
前回(7) 本体(9)

14
富山固有の文化に容易にふれ、参加できるこ
と 前回(11)  本体(14)

15
犯罪や交通事故が少なく、自然災害の不安が
少ないこと 
前回(8)　本体(8)

16 その他
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  ※16 その他への記載：若者の県内定着のため、企業の雇用環境の改善 
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３．県土づくり（社会資本整備）施策としてどのような成果を重視して整備を進めるべきか （3 つ選択） 

  「少子化、子育て支援への対応」（63.6％）、「人口減少への対応・地域の自立、活性化」(50.0%)

「災害に対する安全性の確保」(36.4%)、の順となっている。 

 

1
少子化、子育て支援への対応
(保育サービスの充実等） 

前回（4）　本体(3)

2
人口減少への対応・地域の自立、活性
化（県立大学の整備等）

前回(3)  本体(1)

3
災害に対する安全性の確保
（公共施設の耐震化、長寿命化等）

前回(2) 本体(4)

4
高齢社会への対応
（バリアフリー化等）

前回(1) 本体(10)

5
国内外の交流の活発化
（新幹線・空港・港湾施設整備・観光インフラ）

前回(8) 本体(2)

6
地域公共交通の充実
前回(-) 本体(7)

7
生活の快適性、利便性の向上
（道路ネットワークの整備等）

前回(5) 　本体(5)

8
人と自然との共生
（自然環境の保全等）

前回(10) 本体(6)

9
循環型社会の構築
（廃棄物の適正処理等）

前回(7) 本体(9)

10
国際的な競争力の確保
（産業の集積、産業支援機関の設備等）

前回(10) 本体(6)

11
低炭素社会の構築
（省エネ・再生可能エネルギーへの転換）

前回(11) 本体(11)

12
美しい街並みや景観の形成
（無電柱化等）

前回(9) 本体(12)

13
その他
前回(-) 本体(-)
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４．今後 10 年間を通して特に重点的に推進していくことが求められる施策は何か  

 

（1）活力 （3つ選択） 

   活力分野では、「雇用の確保と人材の育成」（36.4％）、「産学官連携によるものづくり産業の

高度化」（31.8%）、「農業生産の振興」(27.3%)の順である。 

1
雇用の確保と人材の育成
前回（1）本体(1)

2
産学官連携によるものづくり産業の
高度化
前回（4）本体(2)

3
農業生産の振興
前回（2）本体(6)

4
新たな成長産業の育成
前回（6）本体(9)

5
快適で活力ある魅力的なまちづくり
前回（7）本体(3)

6
中小企業の振興
前回（3）本体(7)

7
情報通信基盤の充実と活用
前回（20）本体(16)

8
未来を拓く起業チャレンジへの支援
前回（9）本体(12)

9
企業立地の促進
前回（13）本体(13)

10
商業・サービス業の振興と賑わいの
あるまちづくり 前回（16）本体(5)

11
水産業の振興
前回（19）本体(17)

12
北陸新幹線の整備促進と新幹線駅を
核とした交流拠点づくり 
前回（11）本体(4)

13
富山のブランド力アップ
前回（5）本体(8)

14
環日本海・アジアなど国際ビジネス
展開の促進　前回（8）本体(14)

15
中心市街地の賑わいの創出
前回（15）本体(10)

16
選ばれ続ける観光地づくり
前回（12）本体(11)

17
森林の整備と林業の振興
前回（14）本体(15)

18
空港・港湾の充実など交流・物流
ネットワークの形成 
前回（17）本体(18)

19
利便性の高い道路ネットワークの整
備
前回（10）本体(20)

20
デザインの振興と活用
前回（18）本体(19)

21
国際観光の推進
前回（-）本体(21)
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（2）未来 （3つ選択） 

未来分野では、「元気な高齢者の活躍の場の拡大」(36.4%)、「家庭・地域・職場における子育て支

援」及び「学校、家庭、地域で取り組む子どもの成長支援」(27.3%)、「子どもの可能性を引き出し才能

や個性を伸ばす教育の推進」及び「交流人口の拡大、定住・半定住の促進」(22.7%)、の順である。 

 

1
元気な高齢者の活躍の場の拡大
前回（4）本体(1)

2
家庭・地域・職場における子育て支援
前回（2）本体(8)

3
学校、家庭、地域で取り組む子どもの成長
支援 前回（1）本体(4)

4
子どもの可能性を引き出し才能や個性を伸
ばす教育の推進 前回（6）本体(5)

5
交流人口の拡大、定住・半定住の促進
前回（11）本体(2)

6
子どもの健やかな成長を支え元気を創造す
る教育の推進 前回（6）本体(3)

7
大学教育・学術研究・科学技術の振興
前回（8）本体(11)

8
生涯をとおした学びの推進
前回(3）本体(14)

9
若者の自立促進とチャレンジ支援
前回(4）本体(6)

10
グローバル社会における地域づくり・人づ
くり 前回（15）本体(10)

11
多様な主体による社会貢献活動の推進
前回(12）本体(15)

12
人権を尊重し心がふれあう地域社会の形成
前回(7）本体(12)

13
ふるさとを学び楽しむ環境づくり
前回(-）本体(19)

14
男女共同参画の推進と女性の能力の発揮
前回(13）本体(7)

15
自然、歴史、伝統文化など地域の魅力の継
承・再発見 前回(5）本体(18)

16
地域の個性を活かした景観づくり・まち並
みづくり 前回(9）本体(16)

17
農山漁村の活性化
前回(10）本体(13)

18
豊かな森づくり・花と緑の地域づくり
前回(16）本体(17)

19
芸術文化の振興
前回(17）本体(9)
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（3）安心 （3つ選択） 

安心分野では、「地域の保健・医療・福祉の連携強化と共生社会の形成」(68.2%)、「健康づくりと疾

病対策の推進」(40.9%)、「生活交通の確保」（22.7%）、の順である。 

 

1
地域の保健・医療・福祉の連携
強化と共生社会の形成
前回（5）本体(1)

2
健康づくりと疾病対策の推進
前回（4）本体(3)

3
生活交通の確保
前回（9）本体(2)

4
医療提供体制の充実
前回（1）本体(4)

5
食の安全確保と地産地消・食育
の推進 前回（3）本体(5)

6
防災・危機管理体制の充実
前回（7）本体(6)

7
地震防災対策の充実
前回（-）本体(14)

8
高齢者福祉の充実
前回（2）本体(7)

9
障害者福祉の充実
前回（11）本体(15)

10
スポーツの振興
前回（16）本体(16)

11
防犯・交通安全対策の推進による安

全なまちづくり 前回（13）本体(8)

12
循環型社会と低炭素社会づくり
の推進 前回（8）本体(17)

13
水資源の保全と活用
前回（14）本体(11)

14
県土保全の推進
前回（18）本体(13)

15
生活環境の保全
前回（15）本体(18)

16
多様化・効率化を通じたエネル
ギー需給の安定確保
前回（-）本体(9)

17
消費生活の安全の確保
前回（10）本体(19)

18
自然環境の保全
前回（6）本体(10)

19
住環境の向上
前回（17）本体(20)

20
雪に強いまちづくり
前回（12）本体(12)
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（4）人づくり （2つ選択） 

人づくりについては、「将来を担う子どもの基礎づくり」（77.3％）、「若者の成長と自立、社

会参加・社会貢献の促進」（36.4％）、「働き盛りの人々が能力を発揮できる環境づくり」（31.8％）、

の順である。 

  

1 将来を担う子どもの基礎づくり

2
若者の成長と自立、社会参
加・社会貢献の促進

3
働き盛りの人々が能力を発揮
できる環境づくり

4
女性の意欲と能力が活かされ
る環境づくり

5 高齢者の活躍の場の拡大
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（5）行財政改革の推進 （１つ選択） 

 行財政改革の分野では、「オープンで分かりやすい県政」（40.9%）、「現場重視で効率的な県

政」（22.7%）「市町村、地域の自立と支援」（13.6％）、となっている。 

 

1
オープンで分かりやすい県政
前回（3）本体(1)

2
現場重視で効率的な県政
前回（1）本体(2)

3
市町村、地域の自立と支援
前回（4）本体(4)

4
スピード重視の県政
前回（5）本体(3)

5
「とやまから日本を変える」
改革と創造
前回（-）本体(5)

6
民間の知恵・創意工夫の活用
前回（2）本体(6)
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審議会委員アンケート自由意見（抜粋）                

 

○安心分野にいただいた意見                  

4. 質の高い救急医療・リハビリ医療・在宅医療等の提供体制の充実 

 

・少子高齢化の中で医療体制が財政的な理由によって大きく変えられようとしている。現在

の体制も理由があって形成されているものであり、財政的な理由のみで変更することはな

いようにしていただきたい。 

 

5. 健康寿命日本一を目指す総合対策の推進 

 

・病気になりにくい体、健康づくり対策が必要。地域をベースに、身近な所で誰でもいつで

も健康づくりに参加できる環境があればよい。 

 

8. 地域包括ケアシステムの構築と共生社会の形成 

 

・防災訓練を通じて共生社会を目指す。①障害者（車椅子、視覚、聴覚、精神、知的、発達

障害）が防災訓練に参加し、障害の内容に対応した救助の声かけ、避難誘導の方法など実

施要領に基づき訓練する。②この訓練を継続して実施することにより、誰でも障害者に対

する災害時の対応が理解可能となる。③この訓練が地域全般に広がれば、日常生活の中で、

困っている人を見かけたら気軽に声をかけて、安全誘導ができる。駅ホームでの転落防止

など、日常的に差別の解消につながる。 

 

・地域共生社会は、ある程度の社会貢献意識がなければ成り立たないが、富山県民には「ボ

ランティア」という言葉を嫌う傾向が強いように思える。「ボランティア＝無償」ではな

く、貢献度合いによって支援した人の QOL もアップするような仕組みが必要だと考える。 

 
・社会保障環境が厳しくなっていく中で公民協働し、地域ぐるみで支え合う地域共生社会づ

くりにより、安心・安全な暮らしを保障することが必要 

 

・一人暮らしの方に対して、孤独死等が生じないよう、介護等とのかかわり方を地域が一体

となってお世話できるような体制を講じられないか。 

 

9.  保健・医療・福祉の切れ目ない支援 

 

・富山型デイサービスで基準該当の部分（障害者・児）の加算がつかないところの補助金を

考えてほしい。 

 

10. 介護・福祉人材の確保のための環境整備 

 

・介護現場では職員確保が難しく、介護報酬が下がっているため経営が厳しく廃業しなけれ

ばならない事業所が出ている。 

 

11. 高齢者の介護予防と介護サービス、認知症対策の充実 

  
・老人ホームの充実を図り、安心して老後を暮らせる仕組みが必要。 

 

14.循環型社会・低炭素社会づくりの推進 等 

  

・富山県は、「環境先進」面でのブランド化を目指すべきである。 

・廃棄物として埋め立てられている中には、コンクリート塊や石炭灰など再利用できるもの

も多いので、循環型社会をめざし、民間の協力を得ながら安定型廃棄物を利活用して削減

していくことが必要でないか。 
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18. 清らかな水資源の保全と活用 

  
・豊富な水資源を活用したクリーンエネルギーの確保が重要。 

 

20.消防力や地域防災力の強化による防災・危機管理体制の充実 

 

・いつ災害が起こっても対応ができる体制を確立することが必要である。また、県民も「自

分の身は自分で守る」という意識を持つことが必要である。 

・富山は災害自体の可能性が低いので、多大な設備投資より、いざという時に対応できる組

織づくりが大切である。 

 

21.防災・減災、災害に強い県土づくり 

 

・橋梁・トンネル、電力施設などの構造物の老朽化が進んでおり、維持管理体制の強化が必

要であるが、十分な対応できない市町村もあることから、民間企業やＮＰＯ、市民の協力

を得ながら、県が主導する体制づくりができないか。また、将来的には、使わない橋を選

択する「減橋」といったことが必要となるのではないか。 

 

22. 地震・津波対策、火山対策、原子力災害対策の充実 

 

・一般家庭の耐震・免振の建物、構造物への支援を急ぐ。 

・避難場所への周知徹底と防災訓練の浸透を図る。 

・火山（立山）、津波・河川の決壊（神通川、常願寺川など重要河川のハザードマップを作

成し、周知徹底） 

 

24. 犯罪の減少と交通安全対策の推進 

 

・夜の車道は暗く車の運転には細心の注意がいる。設置してある街灯は歩道の明るさを保っ

ているが、車道側にまでは明るさが届かない。夜の街灯をもっと明るくするために自然エ

ネルギーを活用した省エネ照明を取り入れ、数を増やし、夜の街を明るくし、防犯や生活

の安全性にもつなげればよい。 

 

・街なかや、公園等の公共機関の集まる場所（人なども多い場所）に防犯カメラの設置個所

の増設が必要。犯罪・交通事故（ひき逃げ等）、テロ予防・抑止に役立ち安心安全の確保

が可能と思われる。 

 ・防犯対策として、防犯カメラ等の充実が必要である。 

 

・自転車道の確保も重要。サイクリング人口が増え、レクリエーションや通勤・通学に自転

車の利用が増加している。現在の自転車道路は狭く、安心・安全とはいえない。 

 

25. 地域公共交通の維持活性化と新たな展開 

  
・運転免許証を手放した高齢者は日常生活に不便を感じ、手放したことを後悔しておられる

話を聞く。生活弱者を作らないためにも、生活交通の確保は高齢化社会において大切。 

 

・高齢者がマイカーに依存しなくてもよい生活交通の確保 

バスを使用して「居住する集落→病院→市役所→銀行→スーパー→居住する集落」のよ

うに交通が確保されるべき  

 

26.安全・安心で豊かな住環境づくり 

 
・一般家庭の耐震・免振の建物、構造物への支援を急ぐ。 

 

 

 

 


